
  

50万ボルト能登幹線の運用再開について

                                                                            平成18年6月13日
                                                                            北陸電力株式会社

昨年４月、石川県羽咋市福水町地内で発生した地すべりにより、鉄

塔が一部倒壊・折損した能登幹線について、１１月から復旧工事を行

ってきましたが、本日６月１３日１１時３０分に運用を再開しました

のでお知らせいたします。

地元の皆さまをはじめ、関係機関の皆さまのご協力とご支援にあら

ためて感謝を申し上げます。引き続き、仮設備撤去などの残工事を安

全に十分配慮しながら進めてまいります。

【設備概要】

今回工事区間 （参考）全区間

線路名 能 登 幹 線

電　圧 ５０万ボルト

区　間 （自）第２７号鉄塔

（至）第３６号鉄塔

　 （自）中能登変電所

　 （至）加賀変電所

こう長 ４.１ｋｍ ６１.１ｋｍ

回線数 ２　回　線

支持物 新設　鉄塔４基

（撤去　鉄塔６基）

鉄塔１４３基

【工事費用】

   撤去工事 １５億円、復旧工事 ３５億円

別紙１ 50万ボルト能登幹線 復旧経緯

別紙２ 50万ボルト能登幹線 完成写真
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別紙１

 

平成 17 年 4 月 1 日、石川県羽咋市福水町地内において

発生した大規模な地すべりにより、50 万ボルト能登幹線第

32 号鉄塔が倒壊、その影響で隣接する鉄塔 5基が折損、こ

れにより能登方面全域（193,000kW・109,200 戸）が停電と

なりました。 

復旧に際しては、地すべり発生範囲および地すべり危険

箇所を避けた安全なルートを地元の方々のご理解を得て、

早期に決定し、冬期も除雪を行いながら作業を継続するな

どの工夫を行い、工事を完了いたしました。 
 

復旧の延べ人員(4 月 1日鉄塔倒壊以降) 

    社 員  １０,０００名 

請負会社 ２３,０００名 

計    ３３,０００名  

火力発電所 50万ﾎﾞﾙﾄ送電線

原子力発電所 27万5千ﾎﾞﾙﾄ送電線

◎ 50万ﾎﾞﾙﾄ変電所 他社送電線

○ 27万5千ﾎﾞﾙﾄ変電所・開閉所
他社連系所

被災・復旧区間 

(被災６基・復旧４基) 

◆ 位 置 図 

地すべり発生箇所 

◆ 経  緯 

 

 

◆ 復旧工事の概要 
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50 万ボルト能登幹線 完成写真 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）工事実施状況

冬期の工事風景(H18.1.9 19 時頃 積雪 110cm)

ヘリコプタによるロープ延線(H18.4.18) 電線へのスペーサ取付 (H18.4.28) 

鉄塔検査(H18.3.28) 

新№31 

新№29 

別紙２


